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長岡京市里山再生市民フォーラム

「四季折々の自然豊かな西山の里山再生」をめざし、
森林の整備活動を続けています。

１）西山キャンプ場周辺の市有地の森林整備
２）鈴谷地区の竹林整備
３）西代地区の里地整備
４）小学生の里山体験支援
５）間伐材などを使った子ども工作教室、大人クリスマ

スリースづくり



森林整備

小学生の里山体験支援

竹林整備

リースつくり教室

里山講演会
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解決したい地域課題とその背景

➢ 西山と森林のありがたさが長岡京市民（特に子供たちやフア
ミリー）に知られておらずまた実感していない。

➢ 子どもたちが日頃から自然、木、木の実に触る機会が少ない。
➢ 中高齢層にも手軽に自然素材でものをつくる機会をつくりた

い。



解決するための事業

➢ 西山・森の教室…30分
山、森林の役割のうち環境維持、水源涵養、生物多様性を子供

にもわかるようにまとめて話す。4回目は大学教授の講演会を実
施して締めくくる。子供たちが観察したり考えながら実施できる
ようにする。
➢ 自然素材を使ったものづくり教室… 90分
木の枝や実を使った工作品、クリスマスリースづくりなど自然

素材を触って学び、つくる機会を提供する

西山ホタルの家で、午前中、同時に行う。



到達したい状態や目標

西山・森の教室・・・森林の役割を知ることにより、
小さいころから森に関する親しみと関心を高め、西
山のイベントに参加するファミリーを増やし、森の
かけがえのない役割を理解する市民を育成する。

自然素材を使ったものづくり教室・・・自然素材の
手触りを知り、ひとつひとつ違う作品を作ることに
よって自然に親しむファミリーを増やす。



広報の方法

市民広報に掲載 チラシの配架、ホームページによる集客

収入を得る方法

子供の教室は３００円、大人のリース教室は800円の参加費



今年度の事業内容とスケジュール

第1回 8月11日（山の日）夏休み西山・森の教室と工作教室（新規）
講演30分 工作90分 子供と保護者対象 25名 参加費 300円

第2回 11月17日（日）クリスマスリースづくり教室（継続）
講演 ３0分 リースづくり 120分

大人対象 25名 参加費 800円 簡単な森の教室を前段で行う

第3回 12月8日（日）西山・森の教室とクリスマス・正月飾り教室
（新規）子供と保護者対象 25名 講演30分 工作90分 参加費 300円

第4回 ３月２9日（土）西山・森の教室講演会（継続）
成人一般対象 ３０名 無料
講師 京大教授を予定 講演と質疑 120分



長岡京市里山再生市民フォーラム主催             ２０２４ 

西山・森の教室と自然素材のものづくり 

  ８月１１日（日・山の日）１０時～１２時 

                西代里山公園・西山ホタルの家  

１）やさしい森と水のお話 ３０分    ２）ミニチュアの森づくり  ９０分 

    

 

 

 



参加者 総勢２７名
一般公募親子 ７組 １７名（うち子供１０名）
スタッフ １０名（講師含む）

森と水のお話 パワーポイント、プロジェクターで説明
森のミニチュアづくり
直径１５センチのキリの木の輪切りの台に、枝や
ドングリを張り付けたりして森に見立てる

京都新聞の取材がありました。





長岡京市里山再生市民フォーラム主催 ２０２４

西山・森の教室と自然素材のものづくり

１１月１７日（日）９時３０分～１２時

西代里山公園・西山ホタルの家

１）地球温暖化と森のお話３０分 ２）クリスマスリースづくり １２０分



講義 地球温暖化と森 ３０分（ 講師 吉岡洋 長岡京市里山再生市民フォーラム代表）
自然素材のリースづくり １２０分（ 講師 八木麻里先生 花のアトリエ Y’ｓガーデン）

クリスマスリースづくり有志スタッフ（５名）

クリスマスの森の中にフクロウが住んでいるようなユニークで美しいリースに仕上がりました。
使用した自然素材・・・ナンキンハゼ、ノイバラ、センダン、フジのつる、カラスウリ、

ヒノキの葉、スギの葉、シャリンバイ、ワタの実

参加者３２名 受講者１８名 スタッフ１４名



長岡京市里山再生市民フォーラム主催 ２０２４

西山・森の教室と自然素材のものづくり

１２月８日（日）１０時～１２時

西代里山公園・西山ホタルの家

１） やさしいシカとイノシシのお話 ３０分 ２）ミニチュアのクリスマス飾り
正月飾りづくり

９０分



吉岡代表の「やさしいシカ、イノシシのお話」 ３０分
大藪美知子さん（西山ものつくり・たからばこ主宰）の指導による
ミニチュアのクリスマスツリーと正月飾りづくり ９０分
親子１１名とスタッフ含め総勢２１名でした。
何とか１２時過ぎに出来上がり、皆さんの感想を聞きました。
「ちょっとむつかしかったけど、面白かった、楽しかった」でした。



第4回 ３月２9日（土）西山・森の教室講演会（予定）

成人一般対象 ３０名 無料

講師 京大教授を予定 講演と質疑 120分

令和６年度講演会題目

これからの里山を考える

―超学際的アプローチの試みNo.2 ー

講師：京都大学

徳地 直子教授



講演要旨：
長岡京市の西山は里山と呼ばれる森林にあたり、農林業などに伴うさまざまな人間の
働きかけを通じて、自然な状態とはちがった環境が生まれています。そこは単なる資
材の供給の場でなく、多様な生物の生息地が生じて生物多様性が高く、独特の景観
や文化が育まれる重要な地域なのです。
近年の地球規模での環境劣化や生物多様性の低下に対し、2022年12月に生物多
様性条約第15回締約国会議（COP15）で「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採
択されました。そこでは「30by30」と呼ばれる「陸域・海域の30％以上を健全な生態系と
して保全する目標」が、2030年グローバルターゲットの1つに盛り込まれました。我が国
でも2023年3月に新たな生物多様性国家戦略「生物多様性国家戦略2023-2030」を閣
議決定し、「30by30」へ向かった動きが加速しています。
里山はそのような中でも重要な保全対象となって注目を集めています。今回は分野
を問わずに協力して研究を進める超学際的な里山の保全の取り組みを紹介し、これ
からの里山について参加者全員で考えていきたいと思います。



次年度以降の事業の展開

２年度
➢ 初年度の反省から事業の定着をはかる。ワークショップ形
式の導入検討。

➢ HPによる知名度の向上。スタッフを増員



里山は楽しい！

里山で遊ぼう！


